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(57)【要約】
【課題】  高い輝度データが設定されている光学素子
を、低い輝度データに書き換えるとき残像現象が見られ
ることがある。
【解決手段】  輝度データを書き込むため走査線ＳＬが
ハイになると、トランジスタＴｒ１がオン、トランジス
タＴｒ３がオフとなり、データ線ＤＬよりデータ電圧が
供給され、保持容量ＳＣとトランジスタＴｒ２のゲート
電極に輝度データに応じたデータ電位が設定される。こ
こで、有機発光ダイオードＯＬＥＤはトランジスタＴｒ
３により電源供給線Ｖｄｄと遮断されているため、有機
発光ダイオードＯＬＥＤの両端の電位差は、その遮断の
期間と有機発光ダイオードＯＬＥＤの持つ時定数と直前
の電位差によって決まる値に下がる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光学素子に対して設定すべき輝度データ
が制御電圧の形で保持される表示装置において、
前記輝度データを書き換える書込期間と、光学素子の両
端に発生した電荷を放電する初期化期間とを設けたこと
を特徴とする表示装置。
【請求項２】  前記書込期間と初期化期間を活性化する
信号を共通化することにより、それら期間を同時に発生
させることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】  前記書込期間と初期化期間は同時に発生
され、かつそれら期間において前記光学素子に電流が供
給される経路が遮断されることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の表示装置。
【請求項４】  一画素が、光学素子と、駆動用トランジ
スタと、電源遮断トランジスタとを含み、
前記光学素子の輝度データを駆動用トランジスタに書き
込むためのデータ更新指示信号が活性化されている期
間、電源遮断トランジスタをオフすることによって、前
記光学素子への電流供給経路を遮断し、
前記駆動用トランジスタへの輝度データの書込期間が終
了した後、前記電源遮断トランジスタをオンすることで
遮断されていた電流供給経路を繋ぐことを特徴とする表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は表示装置に関し、特
にアクティブマトリックス型表示装置の表示品位を改善
する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】ノート型パーソナルコンピュータや携帯
端末の普及が急激に進んでいる。現在、これらの表示装
置に主に使用されているのが液晶ディスプレイであり、
次世代平面表示パネルとして期待されているのが有機Ｅ
Ｌ（Electro Luminescence）ディスプレイである。これ
らディスプレイの表示方法として中心に位置するのがア
クティブマトリックス駆動方式である。この方式を用い
たディスプレイは、アクティブマトリックス型ディスプ
レイと呼ばれ、画素は縦横に多数配置されマトリックス
形状を示し、各画素にはスイッチング素子が配置され
る。映像データはスイッチング素子によって画素毎に順
次書き込まれる。
【０００３】有機ＥＬディスプレイの研究開発は草創期
にあり、様々な画素回路が提案されている。そのような
回路の一例として、特開平１１-２１９１４６に開示さ
れている画素回路について図３をもとに簡単に説明す
る。
【０００４】この回路は、２個のｎチャネルトランジス
タであるトランジスタＴｒ１１、Ｔｒ１２と、光学素子
である有機発光ダイオードＯＬＥＤと、保持容量ＳＣ１
１と、走査線ＳＬと、電源供給線Ｖｄｄと、輝度データ
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を入力するデータ線ＤＬを備える。
【０００５】この回路の動作は、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤの輝度データの書込のために、走査線ＳＬがハイ
になり、Ｔｒ１１がオンとなり、データ線ＤＬに入力さ
れた輝度データがトランジスタＴｒ１２および保持容量
ＳＣ１１に設定される。発光のタイミングとなり走査線
ＳＬがローとなることでトランジスタＴｒ１１がオフと
なり、トランジスタＴｒ１２のゲート電圧は維持され設
定された輝度データで発光する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】光学素子の輝度データ
が大きい場合、輝度データの書き換えで、小さな輝度デ
ータを設定しようとしても、前の大きな輝度データに対
応する電荷が光学素子から抜けずに残ってしまい、正確
な輝度データの設定ができず残像現象が見られることが
ある。特に、動きの速い動画を表示する際に非常に見に
くい画像となる。
【０００７】本発明はこうした状況に鑑みなされたもの
であり、その目的は前述の残像現象を低減する新たな回
路を提案するものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明のある態様は表示
装置に関する。この装置は、光学素子に対して設定すべ
き輝度データが制御電圧の形で保持される表示装置にお
いて、前記輝度データを変更して再度設定する書込期間
と、光学素子の両端に発生した電荷を放電する初期化期
間とを設ける。書込期間と初期化期間を活性化する信号
を共通化することにより、それら期間を同時に発生させ
てもよい。一般に、これらの信号として、輝度データの
更新信号として走査線に入力される走査信号が想定でき
る。また、書込期間と初期化期間は同時に発生され、か
つそれら期間において光学素子に電流が供給される経路
が遮断されてもよい。また、書込期間と初期化期間を活
性化する信号を分け、初期化期間が任意に設定されても
よい。
【０００９】アクティブマトリックス型表示装置を想定
した場合、一般に一画素は光学素子、駆動回路、データ
線、走査線、および電源供給線から構成される。また、
電源供給線から駆動回路、光学素子、接地電位と直列に
接続される経路が形成され、光学素子に所望の値の電流
が流される。ここで駆動回路と電源供給線の間、または
駆動回路と光学素子の間にスイッチング素子を設け、輝
度データを変更して再度設定する書込期間にこのスイッ
チング素子をオフすることで、光学素子の電荷の放電を
促し、光学素子の初期化が行われる。また、電源供給線
からスイッチング素子、光学素子、駆動回路がこの順で
直列に接続されてもよい。
【００１０】ここで、光学素子として、有機発光ダイオ
ード（Organic Light Emitting Diode）が想定できるが
これに限る趣旨ではない。また、スイッチング素子とし
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て、ＭＯＳ（Metal Oxide Semiconductor ）トランジス
タや薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Thin Film Transisto
r）が想定できるが、これに限る趣旨ではない。また、
「輝度データ」とは駆動用トランジスタに設定される輝
度情報に関するデータであって、光学素子が放つ光強度
とは区別する。
【００１１】また、別の形態として、駆動回路と電源供
給線の間にスイッチング素子を設けるとともに、光学素
子のアノードから接地電位にスイッチング素子を設けバ
イパスを形成する。輝度データを変更して再度設定する
書込期間に、このスイッチング素子がオンすることで、
光学素子のアノードの電荷を接地電位に引き抜き、光学
素子のアノードの電位を接地電位と同電位にすることで
光学素子の初期化が行われる。
【００１２】本発明の別の態様も表示装置に関する。こ
の装置は、一画素が、光学素子と、駆動用トランジスタ
と、電源遮断トランジスタとを含み、光学素子の輝度デ
ータを駆動用トランジスタに書き込むためのデータ更新
指示信号が活性化されている期間、電源遮断トランジス
タをオフすることによって、光学素子への電流供給経路
を遮断し、駆動用トランジスタへの輝度データの書込期
間が終了した後、電源遮断トランジスタをオンすること
で遮断されていた電流供給経路を繋ぐ。電流供給経路が
遮断されることで、光学素子の両端に発生した電荷が放
電される。
【００１３】なお、以上の構成要素の任意の組合せや組
み替えもまた、本発明の態様として有効である。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下の実施の形態では、表示装置
としてアクティブマトリックス型有機ＥＬディスプレイ
を想定する。実施の形態は、光学素子の輝度データの書
き換えの際に、その光学素子の電荷を放電し、光学素子
の初期化が行われる。
【００１５】実施の形態１：図１は、実施の形態に係る
表示装置の一画素の回路を示す。この画素は、光学素子
である有機発光ダイオードＯＬＥＤと、スイッチング素
子として機能するトランジスタＴｒ１、Ｔｒ３と、輝度
データが設定される駆動用トランジスタであるトランジ
スタＴｒ２と、保持容量ＳＣと、トランジスタＴｒ１、
Ｔｒ３をそれぞれオンオフする走査線ＳＬを備える。ま
た、トランジスタＴｒ１はｎチャネルトランジスタであ
り、トランジスタＴｒ２、Ｔｒ３はｐチャネルトランジ
スタである。さらに輝度データが入力されるデータ線Ｄ
Ｌと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流す電流を供給す
る電源供給線Ｖｄｄを備える。走査線ＳＬ、データ線Ｄ
Ｌおよび電源供給線Ｖｄｄは他の画素と共有される。ま
た、トランジスタＴｒ１、Ｔｒ２および保持容量ＳＣで
構成される回路の一部を特に駆動回路１０と呼ぶ。
【００１６】トランジスタＴｒ１のゲート電極と走査線
ＳＬが、トランジスタＴｒ１のドレイン電極とデータ線
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ＤＬが接続される。トランジスタＴｒ１のソース電極と
トランジスタＴｒ２のゲート電極が保持容量ＳＣの一方
の電極に接続される。トランジスタＴｒ２のソース電極
と保持容量ＳＣのもう一方の電極は電源供給線Ｖｄｄ
に、トランジスタＴｒ２のドレイン電極はトランジスタ
Ｔｒ３のソース電極に接続される。トランジスタＴｒ３
のドレイン電極と、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ードがノードＡで接続される。また、有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤのカソードは接地電位に接続される。したが
って、トランジスタＴｒ２、トランジスタＴｒ３、有機
発光ダイオードＯＬＥＤは、この順で電源供給線Ｖｄｄ
から接地電位まで直列に接続され光学素子を発光させる
経路（以下単に主経路とも言う）を形成する。
【００１７】以上の構成による、回路の動作を説明す
る。輝度データの書込みのため走査線ＳＬがハイになる
と、トランジスタＴｒ１がオン、トランジスタＴｒ３が
オフとなり、データ線ＤＬより輝度データに応じたデー
タ電圧が供給され、保持容量ＳＣとトランジスタＴｒ２
のゲート電極に輝度データが設定される。ここで、有機
発光ダイオードＯＬＥＤはトランジスタＴｒ３により電
源供給線Ｖｄｄと遮断されているため、有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤの両端の電位差は、その遮断の期間と有機
発光ダイオードＯＬＥＤの持つ時定数と直前の電位差に
よって決まる電圧に下がる。この時のノードＡの電位は
映像表示に支障のないレベルになればよい。
【００１８】つぎに、輝度データの書込みが終了し走査
線ＳＬがローとなり、トランジスタＴｒ１がオフ、トラ
ンジスタＴｒ３がオンになると、トランジスタＴｒ２の
ゲート電極および保持容量ＳＣに設定された電圧に応じ
た電流が有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる。
【００１９】以上実施の形態１によれば、輝度データの
書込の際、上述のように有機発光ダイオードＯＬＥＤの
両端の電位差が下がるので、大きい輝度データが設定さ
れている画素に小さい輝度データの設定を行う際にみら
れる残像現象が解消できる。
【００２０】実施の形態２：図２は、実施の形態２に係
る表示装置の一画素の回路を示す。この画素は、光学素
子である有機発光ダイオードＯＬＥＤと、駆動回路１０
と、保持容量ＳＣ１、ＳＣ２と、スイッチング素子とし
て機能するトランジスタＴｒ４、Ｔｒ３を備える。駆動
回路１０はさらにトランジスタＴｒ１、Ｔｒ２を備え
る。
【００２１】また、輝度データが入力されるデータ線Ｄ
Ｌと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流す電流を供給す
る電源供給線Ｖｄｄと、輝度データの更新の信号が入力
される走査線ＳＬを備える。データ線ＤＬ、電源供給線
Ｖｄｄ、および走査線ＳＬは他の画素と共有する。
【００２２】また、トランジスタＴｒ１、Ｔｒ２、Ｔｒ
４はｎチャネルトランジスタであり、トランジスタＴｒ
３はｐチャネルトランジスタである。
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【００２３】トランジスタＴｒ１、Ｔｒ４、Ｔｒ３のゲ
ート電極は走査線ＳＬに接続される。トランジスタＴｒ
１のドレイン電極はデータ線ＤＬに、トランジスタＴｒ
１のソース電極とトランジスタＴｒ２のゲート電極は保
持容量ＳＣ２の一方の電極に接続される。トランジスタ
Ｔｒ２のソース電極と有機発光ダイオードＯＬＥＤのア
ノードと、保持容量ＳＣ２のもう一方の電極はトランジ
スタＴｒ４のドレイン電極に接続される。有機発光ダイ
オードＯＬＥＤのカソードとトランジスタＴｒ４のソー
ス電極はそれぞれ接地電位に接続される。トランジスタ
Ｔｒ２のドレイン電極と保持容量ＳＣ１の一方の電極は
トランジスタＴｒ３のドレイン電極に接続される。保持
容量ＳＣ１のもう一方の電極は接地電位に接続される。
トランジスタＴｒ３のソース電極は電源供給線Ｖｄｄに
接続される。
【００２４】したがって、電源供給線Ｖｄｄから接地電
位へ、トランジスタＴｒ３、Ｔｒ２、有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤがこの順で直列に接続され主経路を形成す
る。また、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノードから
トランジスタＴｒ４を含むバイパスが形成される。
【００２５】この回路による動作を説明する。輝度デー
タの書込のために、走査線ＳＬがハイになりトランジス
タＴｒ１がオンすると、トランジスタＴｒ２のゲート電
極および保持容量ＳＣ２に有機発光ダイオードＯＬＥＤ
の輝度データに対応した電位が設定される。同時に、ト
ランジスタＴｒ４がオンとなり有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤのアノードの電荷がトランジスタＴｒ４を経由して
接地電位に引き抜かれる。また同時に、トランジスタＴ
ｒ３がオフとなるので、電源供給線Ｖｄｄからの貫通電
流の発生を防ぐ。これにより、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤのアノードは接地電位と同電位となる。
【００２６】続いて、発光のタイミングになると、走査
線ＳＬはローとなるので、トランジスタＴｒ１、Ｔｒ４
はオフし、トランジスタＴｒ３はオンする。これにより
トランジスタＴｒ２に設定された輝度データに応じた電
流が電源供給線Ｖｄｄから有機発光ダイオードＯＬＥＤ
に流れる。 *
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*【００２７】実施の形態２によると、輝度データの書込
の際に、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノードが接地
電位と同電位となり輝度データが初期化されるので、大
きい輝度データから小さい輝度データへ書き換える際に
見られた残像現象を低減できる。
【００２８】以上、本発明を実施の形態をもとに説明し
た。この実施の形態は例示であり、それら各構成要素や
各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこ
と、またそうした変形例も本発明の範囲であることは当
業者に理解されるところである。そうした変形例を挙げ
る。
【００２９】実施の形態２では、バイパスを流れる電流
の逃がし口、つまり、トランジスタＴｒ４のソース電極
は接地電位に接続されたがこれに限る趣旨ではない。例
えば、これを有機発光ダイオードＯＬＥＤの閾値電圧と
等しくしてもよい。こうすると、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤの発光の応答性がよくなる。また、マイナスの電
位に設定してもよい。この場合、電荷の引き抜きを素早
く行える。
【００３０】実施の形態では、駆動回路として図１、図
２に示す駆動回路１０を想定したが、これに限る趣旨で
はない。この駆動回路は多数存在する。
【００３１】
【発明の効果】光学素子の輝度データを初期化すること
で、残像現象の低減が実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  実施の形態１に係る画素の回路を示した図で
ある。
【図２】  実施の形態２に係る画素の回路を示した図で
ある。
【図３】  従来技術の画素の回路を示した図である。
【符号の説明】
１０  駆動回路、  ＯＬＥＤ  有機発光ダイオード、  
ＳＣ，ＳＣ１，ＳＣ２保持容量、  Ｔｒ１，Ｔｒ２，Ｔ
ｒ３，Ｔｒ４  トランジスタ、  ＳＬ  走査線、  ＤＬ
  データ線、  Ｖｄｄ  電源供給線。

【図３】
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